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3次元 6状態クロックモデル (H --∑cos(Or e,･),0-をnq(n-0,･･,5))を例にとれ
ば､中間相はXY的な相ではなく､隣合った状態 (例えばOと1)が支配的な相【0/1】である














で定義 される｡a(T)の陽なL依存性はT依存性に比べ無視できが )｡界面が漂 うような境
界条件では△Fは異常部分のみとなる｡ したがって､T<,-,>Tcに対 し､a>,-,<0とな
る｡aは低温では一定 aoとなる｡通常の相ではよく知 られているように不連続と連続スピン













生 じるような緩和の遅い系にも適 している14)0(,)エントロピーの役割を調べるの適 してい













































によるのだろうO もう1つ注目すべき点は､Elが 1に近づ くときIOPが 1次転移線に収束

























これ も剛 性指数が非整数だか らIOPの 1種 と考えれるだろう｡対称分布のときは舟 =
(△FL(J))) - L丘 を調べる｡境界条件は上向きと下向きのスピン状態なので､その力は





































図 1｡ 3次元6状態クロックモデルのIOP(a)と低温相 (b)におけるスピン状態の分布
図2. 3次元q状態反故磁性ポッツモデルの転移点 Tcと剛性指数ao
図 3｡ 3次元6状唐強磁性クロックモデルの剛性指数の温度依存性 (0,△,Xは各々境界条件
0-1､0-2､0-3に対する)
図4｡ 3次元一般的6状態クロックモデルの相図 (杭軸elIま与倍 してある)
衰 1｡ 3次元g-3,4反強磁性ポッツモデルの臨界指数 (n-2,3ベク トルモデルとの比較)
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0 1 2 3 4
r
0.0 0.10.2 0.3 0.4 0.50.60.7臥80.9 1.0
V β γ α
q-3 0.58±0.01 0.34士0.02 1.10±0.02 (0.15)
q-4 0.65±0.02 0.39±0.02 1.17±0.02 (0.15)
A-2 0.669 0.3455 1.316 -0.007
〟-3 0.705 0.3645 1.386 -0.115
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